
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究内容： ｐ局所構造の観点からの有限群のブロックの圏の分類 

有限群Gの研究において，素数に関連するGの表現を調べることは，有力な手段となっている． 

素数pに関連するGの表現の情報は，Gの適当なp部分群とその正規化群(p局所部分群)の表現の様子 

から得られることが予想されており，多くの結果がその方向で得られてきた． 

最近，超焦点部分群Qが四面体群である有限群Gのブロックは，Qの正規化群上の対応するブロックと，既約ブ

ラウアー指標の個数が等しいことを示すことができた．現在，この指標論的現象の環論的背景を明らかにするこ

とを目標とした研究をしている．実際，上記の対応するブロック多元環は導来同値であるという予想が存在する

が（ルキエ予想の特別の場合），一般的に多元環の導来同値の証明は非常に困難である．そこで，導来同値の指

標論的な現れで導来同値の存在の状況証拠と目されているperfect isometryやisotypyが存在することの証明を

当面の目標として研究している．上記研究は，超焦点部分群に着目することの有効性を示しその意味を与えよう

とするもので，これは有限群の研究においてp局所部分群に着目して研究することの有効性を示すことの一例と

なる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属：鶴岡工業高等専門学校 創造工学科 基盤教育グループ 

 

研究タイトル： 

有限群のモジュラー表現 

 

氏名：   田阪 文規 ／ TASAKA Fuminori E-mail： tasaka@tsuruoka-nct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士（理学） 

所属学会・協会： 日本数学会 

キーワード： 有限群，有限次元多元環，表現論 

技術相談 

提供可能技術： 
・数学全般，特に代数系 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

 

 


